
ニ ケージ飼養に訂ける最知の軟便対勘二画する試験  

殿内正芳  清水相良  

井崎金二  名金満→   

削隈給7Kに晦する試験  

（7） 過剰飲7Kミ刀腸内通過琴南の宅間査、密使醸上の方法ヒして飲水量左制   

限サる方法株衰えられ牒ボ潤潤するにあたり過剰水食の閣内塾過時閏を   

：こり制限方法の時画的家内箆の隠料毒婦るために行且ったヶ  

方 法  飲水⊂色素左加えてこ九を泉制飲水せしめ硬水の磨色状況だ  

よるき閂堅方法ヒ魂醸マグ永シウム溶液を給与して過剰飲水状隠宅造言  

しのて硬水車の痢儲魔及がマグネシウムの檎出を行った〃  

実額内にギ7る過剰水の吠簸左知右た杓に屠殺して諭重しだ∴  

色素執及び琉腐マグ鬼シウム液鈴与終果は茨工・のようである。  

表  工  

着色排便  鹿過＿  粍壱  
超過．   給水料穐   條  

件＼や  注 入  又検出便  狩向  色便  

水十食紅．十／（tl転  前日夕牛埼9β命より年   晴 命   時  々    窮：舟   ヰ 
許くり  よ．如   葺¢   7清向   

7〆 ∂．∫   ∫  后7喝j∂応急で給水せ賓  

飼料，7k左給与せ1、  9＿β∂   ∴ j沌   宿まで  7卵此   

，水左  
？、0少  ／ク．∂ク   ／、音8   

十  u  〃  〃   
含司料ぺレ、ソト．フ火宅  

ク  
飼料へレ、y卜，前日4疇  

〃  Fク f 】〃  
せ8命より川呑まで断水。   

イ′   ク   ヲ、βク 9、き0  ／／、♂β 王／ぴ・〃0 王  コ、C咤             、ふ0   水十巾ルミソ ′∫β／  食司料マ、ソシ1 給与。              イ′   給与。  
水＋ピオクトミン ク㌔Co．∫争  

…給与d   

水十硫酸マタ等シウム  

′β㌘ 9、∂0  ／ク．jク  ／、〃0  〃  〃           ク  飼料マ、γシュ，水を   ㌃J  ／／、♂0  ／、jO  己 lク  ぎ 〃   ／よ才  飼料マ、ソシュ． 19精一7／暗まで野水  9、∫g  ／7、コβ  ／、4g  〃  ◆   
－7一～‾   



給水牌穐   侭  捧  常軌  注 入   
暮色朝硬  経過  賢者  

経過   
又検出亀  疇向  色像  

密 命   廃 合   帝 命   
醐マ“′シュ∫羞含水  ／  夜まで   7時l和久上   水十琉顧マケネシ〉ム   

‡ ク．ββ   9、古♂   ∫β   〃   

〃   

グ、β0  ′♂、♂♂   ／、クク  

〝   グ．j∫    よ、∫ク   

〃  

ク   

グ、♂♂  ′♂、♂0   
／、♂♂   

色素剤の平均通過噂向ノ、Jp時臥鹿醸マデ永シウら平杓鼠遇時薗ノ．〃粍何  

で、全線遣時翫は実に7韓国以上であった。   

落 嶺■解 佐   

色素剤液左投ふした僑合排泄物の着色状況を親展しその判曳の転幾狂騒合  

併あるので解放によJl脹審内の通過状温を知り擁泄時呵の確定の資料ヒした。   

衆‡のようでぉち。  

衆  Ⅱ  

ノ）、暢妻  

土牛軸…下草部  右払  子聖  

水／ク0，倉紅止碑顆与後／頗向  

ふ命で排甥、川引軸∫令筒胃。  

投与后よ輯向∫舟裡姐  

槻泄一腹し。  

投与后／額面∫各挑三世  

コ時間よ∫ネ解汰。  

投与后斗路向／夕食林泄、 半時南よク命解楓。  
投与后半時間／∫命排泄．  

¢晴何年♂各節佐。  

孜与后＃暗面70朴眺聖、  

半時向Jク命、離礁．  

同  上  

一声－   



過剰永命と飼料と頗、不規則の巾で勝麿内に旦放り唾棄、諏胃、晩胃で着   

色し、粘液も又着色し飼料と時流（粘壊上部）によI一浪温≡れる赦な状簸   

で下汚する．   

鑑？て色素液を投与の場合の着色水磯便の排泄左内取的に明確に親索出  

来るのは東隣には汲利水命の排泄蔓九るより還れ同時に水分の排泄時向よ   

りも着色町影響ボあとまで残るこヒボl判っだ。   

過剰水命の通過境南は急激に温刺状態に在った場合は傾昧差はある力て7  

疇向繭后で簾泄灯姶まりり暗面まで頂軟便ヌ牧水牒の凍泄媒ある式次沖に  

水飯状態ぼ減少して行く。   

（a）夕刻より細までの断水試1験   

夕刻より翌朝までの給水左停止すろことが産卵及が賓の状鮭に及ぼす影  

響左知るべ〈央隠した。   

急激に過剰水食状態に宏（た塙合・7吟向以上はその影響の誘る＝ヒ左知  

11得たので常時軟水して温熱水令状態に在った場合広重にその影響は貢い  

のでは夜いれと思われるのでタ刻仏時から翌軸9喝まで77時向（爽陳の  

飲水可鋲の8躍るさの帝国は旨時因温泉）の給水喜停止して9晴れら鴎時ま   

で給水した．   

試験区命及び給与飼料は次のようである。  

区 別   給  与  飼  昭   

制  限  区   玲 軸二 混  合   ペ  レ 、ソ  ト  

対 訳 区   同 上   同 上   マ 、ヅ シ ュ  

村民区は常時給水し、養の状簸は軸ヒ夕刻に細萱しモ。耶向はぎ日占  

日よリ9日よ吉日までの4タ甘何である。 細重安胃向ヰの鼠象嫌件は（町）  

束のようである。  

（Ⅲ） 乾象表は次頁  

成 級  

給水法別飼料耶裾巨像状況tま（Ⅱ）表のようである。  

（町）友峻後頁  

－タグー   



笥竃竃   鞋監欝   田 わ   
〃）   響  
冷帯笥   ℡、q叫   句  
瑠篭冷   態左記   「－  ‘b   
の   ミ》 句 マ・   Q＼叫代   ＼  鄭  

代／11   守、快、ひ、   くゎ   

q＼   箪笥￥   C＼00C＼ Q、qヽq＼   諾  驚喜   
句 密‘  

r「  ‡ 苛笥笥   q＼Q∴b  くb   

くb   ＼8 ミ∫心   く卜・（Jo qヽ   妻  豚  
q∩；∩   ひ、く＼βくI   

Q＼D（b   仁－＼n e←   G〇  

′わ「Y q  tb＼G卜・   ぐヽ   
1   Q＼G くゎ   ひ、（＼む   り  戚  

′わ 化「r  （ゝ ぐ、Cb  血こ、   
＼、d く卜   叫rl￥   小  

＼心  ／わ q ′7  （b＼0〔＼   仁＼   

聯  
¶  な）⊥の（＼  u ○、1へへ   Y  

＼ 仁・、く卜   

叫  ／わ ′－ ∩  毎   
7   

e．トヽ 勺＼   ＼0？＼へ〉   句  
軸  

qフ  

、ゴ   
ぐ＼  

／て   〃フ 仁ヽ Q   q＼0 くb  ＼ 暦  
′わ q 〃フ   ℡・・屯クく・   （b   

′り  ／りくと，、   
くk－ ∈〉 く卜   仁・、  

＼0笥・）1  q 
留   

＼ t＼q、   

q  

臣豊玉   卜ヽ  
／て   く卜 ＼n do   ト＼屯 で＼   叩  瑚  

「（∩；∩   ℡＼（＼¢⊃   曙－  

00  

∇ヽ、・心 dQ   2良貨  仁ヽ   
へ   
音寄寓   詮R悪   諾  

肺   

Q ヽ8（わ   旬（bn   ーQ  

Q  勺 ′ヽ へ   ぐ、＼0」＼   （＼   

「†   
胃童鴇   l    一   ′● 

1   

－   ℡・h：》   ミ》  
q・、  √1q へ   e・年、ひ、   

朕〉 q・＼q   9・ぐ、Cb   Ⅶ  脛  
0く〉  nr「Y＋∩   く卜tb や、   Dこ   

ロ  腫撃質   
腫璽宰  索  

磐  

肛  
壁蠣掛   1，て 椚  芝 畑  
地点  頭   党司  魂   

¢（）   Oq＼Q（＼   ○、tk〉q、・   ′り  
、ヽ   

く〉、・0 ぬ   ℡、rY ＼   寸  断  
句′1q   Qヽ 仇＞ Q、   ‘b   

q cb℡＼   ′り（b＼8   q＼  

什）叩代   恥、Q ｛＼   eヽ  

／Y く＼q   ′りl巾 寸＼   ＼  脚  
‘わ q ウ）   ℡＼、・Q く＼   くb   

勿Q＼＼   旬＼8＼   
ヽ（）  り 化′わ   ・ヾl」ハ・・勺   く＼  

q㌧か、、   トト・ト   旬  由  

h   那滝   ＼O Q ′り   （わ  

■、く   

＼＼ら 8＼   
留  

勺、、＼ q  も  
Q＼Q」叫   （＞ヽ  

真一、81ト   ぐ＼  

管  
巧胃符   十÷∵   臥 で、、   
／わ○→、   Q 如 q＼   Q  
句  儀  

／わlゝ・Q   京篭管   私  
ニヰひ、／Y   一  、（）  

イ  rり ¶ ～）  ．  〔＼  

ナ十十   衣冠巴   
■  

∩こ k〉 9   ′Y）  

ウ）ぺ ′わ  ぐ＼  

W＼Q q＼   ま豊臣   恥  
劇  

′り ¢＼＼   》 二》ミi   、D  

も  ／わ √Y〃つ   て＼1月・ヾ   ぐ、  

○、1巾（、、   ○、ト、d⊃   竹  
留  

q＼   ㍍描   ・毒．   藍  
くト▲q ぐ＼   ∇ヽl巾〔＼   
「1qq   くト ぐ、（b   

¢○ 》、＼0   

¢：〉   ひ、h亡＼   

qへ ∩  ●   

那ほ   

ミ  

i毘  

聯  
●      ●   － ヽ－t   00  

ぐ＼  q r㌔q  （＼  

詩   ＼Q e¢ h   ＼  郎  
G＼ ト（大〉   〔b   

＼0   音篭竃   皇 ■‘妻室  旧   
∠b   ト叫＼0   r6 顔  
が沌  ℡、モ＼（k   ∂ぐ   

Ⅲ  腫堅‡栗   峻凶ざ   嘉  堅  
虫咽  

賭推計   ・－ 釣■忘   竜 宮  
ロ：  毎 

展  頭   覚弓  堰   

咄
 
 

、
餌
 
 （
 
呂
 
）
 
 
 

ーオー  



＼1  
匠  

凹  h望  
！戦地＼   》 ′も伽 ／て   

j 

′t   

嘗  

脛  

旬   

・ 

1・・、、弓 
lL・  

… α＝hヽ′ モ ㍉qQl  
＼9   

Q、、   q＼q  h、Ⅵト   亡＼   蟹  
・や「ちひ   10せも  ′わ  

〔J板）叫   き 琶  
聯  

マ・わ1q＼   

○・、   q＼吹＼℡・  h 飯コ  妄、心e／わ  ！    q＼   用「1∩  G＼lへ ミ＼      b：もe   「†＼ ＼  （ト・勺Cb  ぐ＼    亭 Yq、代  卜、ヽ＼∇、  11れ   l代＼用  ひ、＼Qぐ、、  ト廊‡ 「Y  ＼ ＼∇＼Q       iぺ＼q  ひ・qヽ○ヽ  ‘b  ＼0  i丹→q！恥＼Q   eヽ   … q√1代lくゝ毎バト≡ ぐ  
≡句 麻主   》もq】“町。  

ぐ、、  ぬ仔）＼通 ∵い川  認諾覧i芸厨！    H    ＼Qウ）句  ひ、∇＼払  へ・り   q √古代  甘 心十  十 ふ  ヽ、0  卜、勺＼b  Y尋▼斗  妻 Q   用「Yl  勺＼ヒ、〔b  恥 檻  
∇＼昔L（＼  ＼q叫、、u   ．＿∠■ ＼、   巧q r下  q、ぐ＼恥  巾   

》q 
脚  

Q、叩＼凸   句  Q、》ト・ ∩：∩！∩ l  ト／Ⅵ トh＼Q  …苫⊇     「ヾQu  ミ ト   叩こ q「官  守、ヾn 仁←、  ぐ＼  田  ‡仇的恥… Q＼ヾ…＼   ド冊  
∇＼ぐ・吹）  ●  
q 咋／て  巨恥Ⅶト  モ、  

！k／わ＼0 叩「古代  王 

／Y  （わ、0ト   
正  爪＝lり、  確昨鴎  堅 甘く  

k 
加古 身寧  製革 亜   ，  

‖ ‖ h   

≠ てゝ q  茎もQ句  
》・Q √Y  q仁ヽh 旬   q「ちq  （bヰ＼△  ぐ＼   

斑  

葛  －－ ．－、  こ篭   
≠  、ミ  

＼？十   i℡・      ト、ひ・【〉○    ℡・で、Cb  モ （＼   
k＼叱〉ト   0（：〉  

十＼十   ∇、ト（b   ∴・l一   

ウ〉  恐  
＼む ＼ ひ   htq9  ＼ l匡   

荘l   峰華軍   睡蓮g   

好：   艦蝉醜－   砿賦払  肇 †吋  
lそ  

戚  男唇   頭  礎  

（
臼
）
 
 
 

ーク‘－  



【＼   血   （b   ぐ＼   わ   
（＼  の  、、．  ノわ  ′わ  

qヽ 正  

づわ  d鮎  qわ   毎  ノ方ト  豆ト  
鋏；  ‘b  Jb  へ＞   ケ、   （、．   

ロ  
東  ナ   

皿  ！  ㌔  ．JL  雲 餐／′、  」L  H  H    ＞・   ヽ  ′＼  ＼   愛顧  J   ＿ゝ    ′′ ナ    Y   Y  Ty  ㌣   石盤亀￥凹   華留金￥国   41   

殺
害
㊥
 
∈
堅
黄
宗
家
蜜
 
買
粟
￥
食
．
」
．
眉
）
 
 
 



lしぃ・・、  

壷監酸素凶   嘲寒地  41月  

掛
 
賽
㊥
 
G
車
秦
宗
葵
雷
宗
頭
老
翁
 
 
（
目
）
 
 
 



（∨）表  朝夕の焚の含水率の嚢  

日 日   乳占  7  旨  ？  ／β  ／よ  ／g  7ゲー  7g  7占  ／7  ー／冨   

匡   
隈  ペレット  巨り  i占、9  葉号  j7  よせ  冒、7  ゼ．《  qβ  畝冒  一久占  之∫  弘9   

常 

剃   治粒混各  よd  ／ユダ  四  ふ長  ム／  l点、占  占、／  ‘、《  ／エ♂  〟、‘  負宰  〟、占  
人∫  憂叫♂、／   ‾．ヱ／  ーJヤ  コ．只  人∫  a⊇  ∫、／  β、よ  i7  ノ．3   

圧  向上                         時  
／．よ  ∂  仏£  －J、旨  一次《  エク  一ク．占  aク／   ⊇、⊇   ／、j  人ク  一久《   

．フ、宥  一よ♂  ．J、〟  入J  7よ     ／．友  宣、9  玖丘  j．∫  一よ7  

同上  マ、ソシ ュ            砦               よ／β、占   →、0  よ7  戊《    《る  ∫、∫！  一玖J  ／、⊇  ーよJ   

剛 区  胎粒混合  ／／．葺  ／ヱj  9、£  ∫、胃  ／よ／  9．／  ′♂．コ  7∂；デ∫  ‖   ／⊥£  ケア  ‘．′7  号、4   
隈  ぺ レ、ソト  乳ミ  丘ム  タ、ワ  エ∂  ∫、責  ふ、9  1占・∫  ‡4乙き 7／   ム冒  諷ワ  ∴十  よj   
常  
芭   
時  

同上  マ、ソシ1 ∫、‘  一・β、ゴ  】一‘・、7  J、⊇  八‘  日 日   ／ク  コβ  2／  1⊇  2き  2仏  よら  右十鏑   ユ9  ふβ  ふ7  平杓  

日  日   豪9・よ  ∫  ＃■i∫   占   ワ 叩  ぎ  ク  いβ  い／  いよ  ／d  制  X  澤脊髄混合 ‖  軍、？  含、旨  ／八9 才、ヲ   ．り、ノ  7ウ  厨、9  ＋＋＋＋  号、占  」＋＋＼  ‘、d  9、J  革R区  iぺ 
し、ソト  ∫∫  ∫J  ふ7．ま9   四  乙ノ  J、♂  7コ  ㌢ワ  《♀  ム暑  よ9   

区  同上   
＝希  

†⊥  β、£  久る  ／〕  Jム  ♂．占  仁一  a葺  ーノ、草  －／、／  P  っ．／ 
同上  マ、ソシュ  ′▼く、⊃  一人／  iユ《  iJ・美  ／、よ  ／、9  ∴ミ  ′ヲ  J、／  ／∫  e、ム  ギ、々     久占  ∫ユ9  i久ろ  ／．g  一久占  ／．∫  －′7  ∂  ∂、＝ミ  一久ミ  エ／  「、∫                            1    ーク、7  ノ、宣  ーコ、‘  「タ、占  ／、古  4／  「え／  よ／      上ワ  
煎  同 日 い卒    i／ら  い7 ユ、号  ／写  ／ヲ  iよC ‾〟．よ  よ7 ふ♂  ⊇せ ‾ス¢  よタ  平内      別 区  廠粗混合…夏、／   J、r   ・ス∫  ‾ま／     田  ∫、7  乍／  －は軸鮮  隈  ペレット  〟、ク  小∴く  －0、J  よミ  ≠ミ  4ム  」占 ／、冒  －7．7  よ9  4．¢  挫 J、7  多い壌合  
区  同上  
喝  

一入る   同上  ソシ⊥   
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ータデー   



h   
、こ   で卜   ¢こl  

ト．ご  

、・Q          く  ト 
I   

聖T  
ー 手   

（6   ーく；  

QT   
I ；   

／Y  】Q  蓼  h  ＼Q                   ぬl    … の    ごく  q  ′り       l     層    1∩  飯）         ℡こ         ＼l  ；丁 n     、8  へ   
℡、  

鮎   Q  
仇こ7    巳  ヽ8l   q  耶、   毒   代   

ノウ   ／り   
くト   
ヒ、  

臼   ヾ   ぐく r  

〔、  q、、   飴l   十i  「て  弓   巴   
＼  

つう  
l   

／り   しn   h   ′り  
電   屯   呵   露  

、・Q q                    ト   勺l   q t   句l  
宣   

可  ・く l   

u   

kl  ぺ   q  ヽ心  
田 √1  e、   Ql   ぉl  
ミ   局   一心   ペ  

l  

Q   ＼（1   

臼   代   q   
／わ  》l   句l   、屯l  

句 ＼   
′方   ギ   寸  

l   

¢・、   
ペ   ひ、   田  
ぐ、   ＼Ql   〃）t   hl   
へ   ぐく   

くべ  1古 l   

ノガ  
l  

わ  ＼   

q   
せイ  

トl   ＼l  
田       ＼   ぐく   臼   

l  

ひ、   しへ  
Qく  くゝ  」下   l巾         円  心      トl  》l   ・竜l  

彗                            ℡く   ペ   

＼   √Y   

代  局 l   

、－ －ヾ   Q・こ  

くト  十 、・8  

田   

ロ   ㊥   一L  人巨＝ 亜’首   ∵1  
安  Y ま定レ   Yト  

1  ：  

βr，   
≡ d  

M  l  

如1＋＋巧  ノ〉つ  

00 臼   

ト 嶋l   

】  
「で   

至、Q  》  ホ ぎ  j       b  、・8  
萱t＼  苫  

、、0  I が1      ql  し∩  

i代 u  ペ  喜 爽  i   

、D ヒ至禁句   ぎ竺 くゝ ＋十l ；叫 り  封 ＋＼＋＋  謝 子■！   
叫」   

ぺ   くゴ   
≠   巾   0＼   〔＼         可  圭臥竿   

巧  国 l   
田 l量   

q＼  l  Q；  晦 ま  ぺ  

由I  e）〔、  

u   
け） 凹  内  Q        田         》  でl       Ⅵ  吊   

田  
G   i如  

4）   小   田  田  dl   
斗l  号l  
＼   1▲バ  

q   小   Q  
ぺ   衣i  

句l   勺l   ＼Ql  

巴  田    勺  001  b        （く  田          口  □  甘、  田         丹  田       仁ヽ         示  ￥    阜 l  ‘b  （フ  ′？）    ル）     q  二ざ  ＼0   範l  l  ト、l  Q＼l   で＼  G  √ヾ  ／万 n  t＼  q  （文〉  》  Q   亘  同  ひ：     ヽO t  ・ヽl  Ql  言T   ぐこ  ぎ  ミ（    ／わ  00  ℡ヽ  へ  ・・0  田  旬  田  サイ  如  巳  ト  、￥  Qこ   矩  巳  口  l  〔ロ  ㊥ 壁  一L ナ  団  空焉 ゝ＼  肛  蚊  ＿ゝ  東；  フ〃 ＿ゝ＞   垂′  】Y  姦㌣1Y㌣  

・
 
r
・
・
告
 
√
‥
∵
‥
．
．
∴
 
イ
．
∵
 
 
・
、
．
㌣
．
．
－
∴
 
 

賭
 
（
一
＞
）
 
 
 



園  4岱 包哲  

与杷   寸ニ  噴ヽ  
6；や払   

置  藁－   

賽   
＿L  

肇   〔D   荘 ㌢  
ロ監  h   正l二）  

関東  
＼1   

田  
u   鋏〕   

くト き  烏、  

ト ÷ 一   用           巧d t＼ 卜  叶いG 【＼1 Y  ミγ茎買βさ ＼lつ〉1  

亡－   亡■＼    、D】  
d   勺‾  

d   

G、、   

Y   

Jり  lヵ           d    、＼        l  「Vl  句．【 ｝，†     ㌔⊥L⊥■、j      Wて㌻「【て㌻i▼▼長∴j     ＼… 1－’＼こ・‡   
l   

＼、8   

叫i か† ．     ぐ：∃   e」1  、＼ 要   
巳                   代  

i   萱 ′  】】   
ぐ・   ＼Q   u’l】 1．  
ヽ＼㌧   ＼   （ド1反‥i  

Q  ■÷   
代  十 し；   

l   

（甘   ヽ  ぬ  
d  

q、  
可   （b   
l  

（ゴ  

00   
旬   ウ了   

せlrl       d t  十  ＋   

亡－   は：〉   

ト  苛‘  くゞ   
l  

ペ   竿妻子j  
～   

d   く；   伴1  
＼心 巳   （イ  田  

1ご   ミぎ   ペ   
ヽく）  

l  l   

＼0   、、0   

、豆   亡こ  
≠   
巧   ′ぢ   

中   や  四  刃亙  
H   ＞、   そ   

正【：   輿  ユ    ； Jゝ  
愛   Y   Y¢  

j  

rYi 、竜  〝）  

Q  てiさ  寸  巧  
／り  ≠l… トl   》l   
▼＼  巧   」可  妄 く  q  

l   

、－  

・．‘）  叫  
d ㌻  ・、㊤  お  
匝 】￥l  
可  主 く  

へ  巳              d           吋  田   田  
、、こ  （K  

■■、   

■、＜）   d   田   

q＼   専 童  如  

＼宴寸？  j   

ゎ 
叫  

下 め  く〉             田 斗  竿  
＼j）   h  

／1〉  ト  
ぬ  マl  q＼t  寺1  
ひこ   寸   ゴ   

′り   ‘X）  

、ご   可  
ヒ・  ヽ0         く）  田  

でく   ￥   

し   r＼   
田 t   

ーご   こナ   ′y）  
】  、む            ＼  

ぐ＼  b   Q、  

く≦   せこ   
h  

G  
h   

（ベ   ミr   1月i  ヲT  

ハブ   

弓   
l  

田  
℡・   ト  
心  

斗  
露   クi   ゴ   T  

u   〃－   √り   〃】  
ペ   句   ＼¢   【痘  

〃7                    叫l  呵l  ．＼l   斗1  
ト   寸  寸  

l   

ノり  α：〉   ト  
代  6   卜   伍   
l求  ＼○   卜l  崎」  

＼4   ケフ   

田  ㊥ 受  一L ＞  票票  空芸  匹  療  ＿ユ  閲  ＞ノ ユチ   垂′  て   ○′㌣   

一才／－  



削限給水区の粉級混合鱈で蛤簗（タカから和まで）の嚢ボア方（ち帝  

から扶頃ま1）の贅上L】写日中放旨、友 ？巨l中味∫．ワ 仝如向平内で  

り．／％少〈、ぺレtソトでは吉、J％′ 享、¢オ′ 4、号％ヒ軸株少放加ったボ  

？閂中富よりモの菱状反対に軒に多い日ボある7後に惚って来た。   

寓路線太区では軋 タの麦拭少く粉壮混合餌では宵封中ロ、J％ ？R  

ヰリ、9％冬悔向／．／％で夕方が多く、ぺレ、ソトでl星口、ロ、せ 0ノ％で  

和が、多いボその萎抜少ない。   

マ、ソシュ区のぎ日は共に差・bり、なく、9日口／区球鞘の奇瑞争く在っ  

だが全株に藍は少放かっだ。   

賓の含7k率は制限区の籾粒混合区は和jゞ酌り冒・酪．ペレ、ソト区は棄ほ  

∫宛，夕冴冒％常時給水の姶瓶混合区は和号ぢ％′ アぎ占％ベレり卜た  

は軸夕共に訂雷％であった。 マッシュ＿区の／区】ま和冒コ％ノ タ冨♂％  

よ区は朝夕共に冒0ク左であってマ、ソシュコ区亦繁の准辞す）く最も良くぺレ  

、ソト珠牒巨㌃悪〈、制限給水しても先方マ、ソシュコ区．エリも悪†ハつた，   

愉粒混合餌の頭金慎9日／胃白まての平子勺7、7よ％弔璃給水の軸の愛  

嬢は含水量餌多く、夕方の糞便Rその蒙ゎくク、々∫％．乃少装で声巨．1∴。  

細萱の巳数の内せタ％（／占臼）は制限冷水区一¶蕎ナベ多力へつた∴   

ペレ、ソト餌では軸は〟、クタ宛索時給水区ホ、多く．タ且慢小少産ではぁ  

るが制限給水区部l多かった。 細萱日数の古∫％トミ吉日）は制限給7k  

区甘多かった。   

料地混合館ヒマ、ソシュを比敦すると鞠は′7、g％マ、ソシュ在村多く、夕  

は剛限給水区の瀞赴混合餌餌5．97クら多かった。 夕方は仝日数制限給  

水区ボ多く、斡はヰ0∈1画の内7ほよ7∫％ は帯憫給水区が争い日で  

あったク   

ペレ、ソト餌ヒマ、ソシュ簡で慌朝夕終に制限給水のぺレ＼ソト圧力く多く、  

ペレット餌規制限給水しても尚かつマ、ソシュ領の常時給水区・てり悪小つ  

二   

各区に茶ける糞便勺命歎林硬割合は（∨蓼‡）表のようでちるっ  

ー才しZ－   



（Vlけ麦  ■ち声＝∴よ∈一 3ノg嵐で、の貞  日向）命粗別・触使割合  

‡  軸  夕  
L  

A（匁％）jB（恥）   C（開）  D（？／）   A汀盲 

下乳   ，ぺレ、ソト  妄  7⊇   〆鼠占  J訊ワ  い㍑   叫室′㌫り朗、∫     n 巨針圧”／   ニケg／   

時  

h  

常  翰粒混合   

jテロ  ∫コ．ぎ  7♂  ／、よ   

え／  よ占．雀  《∫、⊇  よム3   「てT◆5－■  

区  
鎗   

永  

ペレ、ソト   β   貿す  ∫之宰  ∫ク旨   7、7   

9ム  ：J“  タ乳るi〟ユ9   メ⊇ヲ                  究0  ＃7£  弘之3ト〟葺∂   友∫ヂ  iよ7／  ぎチざ  ／よ、タ   

ノ、牛  コふ⊇  、タ2∫  ノワク   ∫．乙∫∫ぎ g．冒仁ダ．ヲ／  マlゾミ／ユ                         77、／  、ダチ7  コ£、ヰ   ユ冨  ／4、7  路／甘欄   

9日（2日－よぎ甘までの向のス／日向）  
l  軸  

〒糾 区 限  王鞄粒混各  コクーよ  ∫乍j  ／弘か  ノ、J   い中れ中一え9  拉㍍ヤ  ぺレ、ソト   ℡、J   

A   

B  C ≠D   lA j E C                           49ロ  せ負⊇  jヰ  山川－”木柱拍車   

時  ペレ、ソト   ∴J  ／9、ゴ  占／、9  ノ気gぎこ可コ‘～二軍言空包竺至    5－  ’常   

粉）壮混合   タ、7i∫♂、只   ゴム占  ′♂．∫  丹榊lき叫て乍∋   田  

ぎ冨 
マ、ソう／ユ   

畝亘鋸  ／♂t≠j毎・タ    ユ4J ′∫、7  ∂、冒 ト玖7壬  l  
嵐考 A、已C、Dの（）内法各々含7k率   

昔日中で謂れ使楓観取給水の油単混合簸でエ的？／％喧良い宜態であリ  

ベレ、ソト餞は駒∫£％で夕方では和と玩ミ車こ約≠き％ヒ夢¢％ヒ患い：杖簸  

で商っモ。   

常時給7kでは軸夕の差玖産かで句るカご夕方の方が温く、鞄他混合餌て・玖  

柏約？／％．夕方クタ％であり、ぺレ、ソト鰭培鶉タか＝顔9β％で悪かっ  

た8 マ、ソシ1飯7区は章射的旨占％，夕方約ウ占％・よ直結鞠約ワβれ  

夕．ろ⊇％で手引て良い米穀であった¢   

？日や宅朝夕．勺状鮭は同礁勺碑向であるボ冨R、？吊を比扱するY水性  

ガ箆イIH試少して良賂・乃状態に移行している，   

産 卵 状 後   

家碑牽苗7日⊇7日から冨閂．ぢ日までの庭師率麦基にして写きいららンU隼  

一郎－   
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閂末文でのよ48釣れ平均にして泰卵率の減増祇温は削取捨水のペレ、ソト官  

長び栄時給7Kの両区法磯如している。 これ現在明の悪い櫓隠の馳花篭によ  

tj産卵率≠好赦しモものである。 常時給水のマ、ソシュのユ琶は澱少してUる．   

9日中巾よノⅥ倒乃産卵率均各区殊に琶R平均医師率より減少している。  

漁粗混合餌性別限区ヒ酸埼紛永置は痢始前（り菱餅大きく比敬すちこYは困観  

でちり、ベレソト区抜ほ＝言、同観象状態であった。   

卵牽量は制限綺水による影響は急い様に澄、われるの 藍仲率、輌重量及が  

飼始餉の轟率ヒ痢始后の産卵率の比鋲は（∨川り表のようである。  

（V川l）泉ぼ覇気   

滴 要  

過剰水分の腸内通過時向を書風べそ九！＝基いて一つの取階ヒして夕如エリ   

和までの断水効果を細べた．  

A、過剰7k命の鴨肉通過時向射囁阻変はあるポ急激に過剰状鮭に茂った  

儀合lま7時向静后で排泄ぶ臆まりり時向までは軟壊又は氷像の鞍泄ボ  

あるが粗かて氷像状態玖波少していく∂r  

巳 夕衆lはり鞄までの断水効果・  

（イ）気象條件任官筒中l㌃かかピ喪左毒す8もごJ7日あり、〃）日からスロ日、まで  

餌鮎向ヰ最も易く、？F＝乙〉、つて良かフ鼻を勉す8はをく、7ぎ日頃より気温  

軒低下しモ。 温度については夜向抜塵に比致して約／∫％程反義く、不快  

指数もク0以下に反った日怯今日仲日比降にJ圃あったのみであった。  

（ロ）雲合7K法則飼料別覇巨枚状温   

制限的水区の粉粒混合知では軸の使採夕方の便より許日中宙ヽゼ％′今日中  

よ7％全的向でス／カケ放かった。ぺい′ト餌でば∫．さ％，〟．¢％．〟、今％ヒ韓  

の硬力ぐ71く命含有率加少良かつだが？閂JO日よりその差班長対に軸多い日賦あ  

る棟になって来た。 簡時給水区で臥 軸タの患餌少く、鞄粘液各館で隠盲  

目ヰ玖j％？日中／、9％全難向／、／％夕方ボ多かった。 ペレ、ソト偲では0％，  

β．き％、久′％で軸ボ争いがその差は少く急かった。   

マ、ソシュ餌のユ区彰冨同法善が少蕊く、？Rは7区が軸の方が多く慮った  

か全期向では大差が叛かつ充。  

（／＼）便 の 含 水 率   

制限区の輸散漫各館では鞠約クg％．タ無t冨占％、ペレット餌汝ぎJ％，冴∂％  

であり、紫時給水区の静粒混合餌冨∫％′タざ占％ぺしット餌蛙軸夕決す冒移  

であった。マ、ソシュ7区紋和ぎユ％．タ冴♂％、ユ区は軸夕共にぎク舛で方りて  

マー′シュよ区が蔑も米転が曳く、ペレ、ソトが急く制限給水しても汲ガマ」ソシ⊥  

一紘一－   



2区よりも悪加った。 粗放混合嘲の協合はク日／冒日まで平灼ククよ汚濁時こ給  

水の鯛の使が含水量鮮多く、夕方の糞はその麦が一久よ∫％の僅少差で祈って、  

淘垂日数のjJ％（／摘）削限区の多い日が祈った。   

ペレット餌は朝は4、∫％常勝飽水区が多く、タは像ではある嶺一利取締水区  

が多かつだ。 細杢日数の∫タカくよ∫日）は執唄給水区が多わ＼？た。   

散激浪各軸ヒマヅシ1餌左比放すると章紬ノ、タ％マ・ソシ1圧力†多く、タ慎  

制限給水区の粉鞄混合餌加エ97％多加った。夕方は全日数制限給水区が多く、  

苧馴ま在β日向の内り日（よ7．タ）ぼ制限給水区ば多し＼8であった。   

ペレット餌ヒマ、ソシ1餌では朝夕共に制限給水のぺレ、ソト餌吠多く、ぺレ  

、ソト餌は制限給水しても尚加つマ、ソシュ餌の常時給水より悪加つだ。  

（ニ）各区にぢける命数別排使軌合   

制限給水ノり粉粒混合餌では冨閂の軸は約9／％が良い妖艶でタカは約占ク  

％慣軟水厳の状億である，？吊では朝嶺、旨互％ボ良娘でタ方は反如こ冒0  

％赤、悪い状簸でちった。 粉粒混合館ヒペレット僧の常疇給水では軸夕町姜  

性少いが夕方の方状思い。 常時給水のマッシ1観では軸が約旨占％セ7（フ  

％で夕方甘約7占％ヒ占よ％で長い状態であ．った。？肖の軸夕の状鋲はぎ  

胃ヒ同じ傾向で萌る軋？日は氷像状鮭水域少して良娘の状態IZ移行している。  

（木）庭 師 卑 見 繭 夏，堅   

他姓的には前車度報告の廃合ヒ同磯舟敗別にしてA，βの多くて産珊の良  

いもの．亡、D状多くて産灘のよいもの悪い竜のY赦右の米俵であって→史  

の循向はみられなかった。、   
試練向治術の麓郎単により減増車を比赦すると制限区のぬ粗混合餌で法官  

肖－／β．ぎ％，？R－よぎ、ざ％全豹向で－／9⊇％の減少であり．ペレット区は雷  

同十旨、旨‰′q閂一よぅ．旨％全知向－ム、⊇％であっだ。   

常時給水のぬ地溝合倒で払8同十卯、タ％′巧肖十よぎ、0％全納向で十せよメ％。   

ぺレ、ソト区杖ち珂十ヰ、畠％．？同一ユタ、よ％全斯執一打、卒％であった。   
マ、ソシュ餌喧冨田－∴曾％′う同一⊇玖ク％全知向一化／％マ、ソシュのス牢は牒  

R一占、ロ％′ 巧閂－7今、β宛各期向－7／、9％でちった。   

卵夏蚕について吐影響喧少友い枚に思われるク．各区画を比濁すること求  

無理針状簸であるので産卵率の低下につし、ては尚検射しなけ札ば在ら尽いボ  

以上の番果言総合すればこ 夕如より和までの制限給永Eより軸の硬の状態を  

大学く改善するこY求出来得るこYを知り、又飼料蒙虻濁り金マ、yシュ倭l科  

の曳い＝とを知った。  

ータ‘－   


